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「ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ
り
」
を
振
り
返
っ
て

長
房
地
域
住
民
協
議
会

会

長

　
松
葉

浩
充

今
年
も
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
昨
年
に
も
増
し
て
盛
大

に
開
催
で
き
ま
し
た
。

四
月
十
五
日
か
ら
の
こ
い
の
ば
り
の
掲
揚
は
、
例
年
の
よ
う
に
保

育
園
、
幼
稚
園
、
老
人
ホ
ー
ム
の
方
や
遊
歩
道
散
歩
の
方
々
に
新
緑

と
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま

つ
り
期
間
中
は
各
メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介
や
市
Ｈ
Ｐ
で
の
取
り
上

げ
な
ど
問
合
せ
も
多
く
、
来
場
者
は
過
去
最
高
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

高
尾
山
、
薬
王
院
佐
藤
教
務
部
長
の
あ
り
が
た
い
講
話
に
は
、
２

０
０
名
の
方
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
富
士
森
高
校
ダ
ン
ス
部
、

横
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
公
演
は
い
つ
も
の
よ
う
に
会
場
内
が

一
体

と
な

っ
て
元
気
と
楽
し
さ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
公
演
後
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
は
お
代
り
続
出
で
、
手
伝
い
の
方
も
て
ん
て
こ
舞
い
。
舞
踊
も

カ
ラ
オ
ケ
も
参
加
者
が
増
え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
作
品
展
も
充

実
さ
を
増
し
て
い
ま
し
た
。
模
擬
店
も
連
日
、
通
行
が
困
難
な
程
の

賑
わ
い
で
楽
し
み
倍
増
で
し
た
。

子
ど
も
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
セ
ン
タ
ー
利
用
の
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
空
手
道
の

「子
ど
も
の
演
舞
大
会
」
を
初
め
て

行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
不
足
も
あ
り
８０
名
程
の
観
客
で
し
た
が
、
出

演
し
た
子
た
ち
の
笑
顔
で
好
評
で
し
た
。
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
か
ら
の
ふ
あ
ふ
あ
水
族
館
、
よ
ろ
い
姿
で
の
写
真
、
折
り
紙

教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
消
防
車
で
写
真
、
お
菓
子
や

ヨ
ー
ヨ
ー
の
無
料
配
布
な
ど
も
好
評
で
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
で
き
て
い
る
の
は
、
住
民
協
メ
ン
バ
ー
、

各
町
会

・
自
治
会
か
ら
の
協
力
者
、
安
全
協
議
会
の
皆
さ
ん
、
富
士

森
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
の
生
徒
さ
ん
、
新
地
町
会
の
皆
さ
ん
、

市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
、
更
に
今
年
は
地
域
の
若
者
、
消
防
団
員
の
参

加
も
あ
り
大
き
な
戦
力
で
し
た
。
延
べ
協
力
者
は
８
５
０
名
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
理
事
会
で
の
反
省
や
皆
さ
ん
か
ら

の
声
を
お
聴
き
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
に
継
続
し
て
い
け
る
よ
う

進
め
て
行
き
ま
す
。

★市民センターのホームページができました。「長房市民センター住民協議会だより」で検索してください。
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広報 長 房 住 民 協 (2)

廣
申
塔
と
は

今
ま
で
散
策
記
で
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
長
房
に
は
鎌
倉
街
道
山

の
道
（秩
父
道
と
も
呼
ば
れ
た
）
、

甲
州
街
道
の
支
道
で
船
田
廿
里
道

な
ど
古
道
が
通

っ
て
い
ま
す
。

庚
申
信
仰

ｏ
庚
申
講
は
平
安
時

代
か
ら
貴
族

ｏ
武
士
の
信
仰
で
し

た
が
、
江
戸
時
代
中
期
頃
に
民
衆

に
浸
透
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
は
中
国
の
道
教
で
、

青
面
（し
ょ
う
め
ん
）
金
剛
を
ま

つ

り
仏
教
と
同
化
し
、
猿
田
彦
の
神

話
が
加
わ
り
神
道
に
も
同
化
し
ま

し
た
。

道
教

で
は
人

の
体
内

に
三
月

（さ
ん
し
）
と
い
う
虫
の
よ
う
な
魂

が
宿
り
、

６０
日
に
１
度
庚
申

の

夜
中
に
宿
主
の
悪
さ
を
閣
魔
大
王

（天
帝
）
に
告
げ
口
す
る
そ
う
で
、

集
落
の
人
達
が
集
ま
り
夜
通
し
起

き
て
三
層
が
出
な
い
よ
う
見
張
る中郷の庚申塔 長

房
の
廣
ヤ
本

散
策
記
・露

長
房
町
会
　
　
伊
藤
　
完

町
会

・
自
治
会
の
サ
ロ
ン
活
動
紹
介
④

長
房
西
団
地
サ
ロ
ン

「長
房
」

の
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
庶
民
の
娯
楽

（呑
み
会
）

に
変
化
し
、
ご
婦
人
方
の
集
ま
り

は
現
代
の
婦
人
会
の
始
ま
り
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
講
が
行
わ
れ
、
集
落
の

入
り
口
や
街
道
の
道
端
に
塔
を
建

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
道
案
内
（道
標
）
に
も
な

り
ま
し
た
。

ヤ
郷
の
虔
ヤ
塔

古
道
橋
か
ら
御
陵
に
向
か
う

ハ

ケ
の
上
に
２
塔
あ
り
ま
す
。
榎
木

と
桜
の
下
は
良
く
見
え
ま
せ
ん
が

嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）
乙
酉
十

一

月
と
読
め
る
と
思
い
ま
す
。

隣
り
の
屋
根
付
き
右
側
の
塔
は

大
き
く
立
派
で
、
こ
こ
に
移
さ
れ

た
も
の
と
推
測
し
ま
す
。
安
永
七

年
（
１
７
７
８
）
と
あ
り
田
沼
意
次

が
老
中
の
時
に
造
ら
れ
た
も
の
で

す
。

中
央
に
青
面
金
剛
、
像
台
座
に

三
猿
が
見
え
ま
す
。

次
に
長
泉
寺
の
東
側
屋
根
付
き

の
所
右
に
安
永
二
年
（
１
７
７
３
）

と
あ
る
塔
で
す
。
こ
れ
も
青
面
金

剛

・
三
猿
が

つ
い
て
い
ま
す
。

二
軒
在
家

の
廣
ヤ
塔

三
軒
在
家
稲
荷
の
鳥
井
の
近
く

に
あ
り
、
文
字
で
庚
申
塔
と
か
か

「

H‐ H‐ H‐ ‥ ‐ H‐ H‐ ‥ ‐ H‐ H‐ ‥ ‐ H甲 ‥ ‐ ‥ ‐ ‥ ‐ H■

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
の
午
前

Ｈ
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
都
営
長

房
西
団
地
集
会
所
で
サ

ロ
ン

「長

房
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

第
１
週
は
ト
ー
ス
ト

（味
卵
、
バ

タ
ー
、
ジ
ャ
ム
）
付
き
、
１
５
０
円
。

第
３
週
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
２
５
０

円
。　
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
が
１
０
０

円
。
カ
レ
ー
が
美
味
し
い
と
評
判
で

す
。毎

月
だ
い
た
い
２０
人
か
ら
３０
人
が

訪
れ
ま
す
。

「孤
独
死
を
な
く
そ
う
」
と
、
サ

ロ

ン
を
始
め
て
５
年
に
な
り
ま
す
。
近

隣
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
、

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

サ

ロ
ン

「長
房
」
は
会
員
だ
け
で

な
く
他
の
団
地
の
方
も
お
し
や
べ
り

を
し
な
が
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

今
で
は
隣
近
所
の
方
々
が
ロ
コ
ミ
で

来
て
く
れ
ま
す
。

サ

ロ
ン
を
立
ち
上
げ
た
と
き
は
７

人
で
し
た
が
、
現
在
ス
タ
ッ
フ
は
６

人
で
す
。

最
年
長
の
上
原
信
夫
さ
ん

（９０
歳
）

は
朝
は
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
、
サ

ロ
ン

の
あ
る
時
は
９
時
半
に
は
エ
プ

ロ
ン

姿
で
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

「俺
は
ま
だ
や
れ
る
よ
」
と
静
か
な
口

調
で
語
り
ま
し
た
。

西
団
地
連
合
　
小
岩
　
博

れ
安
政
七
年
（
１

８
６
０
）
庚
申
の

年
、
桜

田
門
外

の
変

の
と
き
に

で
き
て
い
ま
す
。

元
は
燈
籠
坂
に

あ

っ
た
塔
が
移

設
さ
れ
ま
し
た
。

ぬ
ｗ
口
の

虔
ヤ
本

船

田
の
通
り

に
２
塔
あ
り
ま

す
。
山
王
神
社

の
階
段

の
下

の

塔
は
傷
ん
で
い

ま
す
が
青
面
金

「 長房ふれあいウォーク」へのお誘い
4回 目になりますが 「長房周辺散策記」読者の方をお誘

いして、歩きながら今までの記事内容をご案内します。

○予定 日時 9月 8日 (土 )、 9時～12時

雨天延期 (市民センター内に掲示でご案内)

○コース 市民センターに集合 して、人形塚公園、白百

合幼稚園入口からうぐいす台の坂を登 り、吉祥院、龍

泉寺を巡 り、長房1丁 目1番地よリセンターに戻 ります。

○参加 自由、無料、予約不要 (セ ンターに9時までにお

集まりの方をメンバーといたします。資料を用意します。

○歩きやすい服装、履物、飲み物をご用意下さい。  f
O長房住民協議会活動として、ご案内は『ふれあい』編

集委員の伊藤完 (ЪL664-2062)が 担当します。

中郷、長泉寺の庚申塔

三軒在家の庚申塔

L日 日 ‐ ‥ ‐ ‥ ‐ ‥ ‐ H‐ ‥ ‐ ‥ ‐ H‐ H■ 日 日 ‐ H‐ ‥ ‐ ‥ ‐ ‥ ‐ H』
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『ナニコレ珍百景』も
取材に来た案山子アー ト

船 田町会 井上正芳 さん

「農作物もあるし、烏骨鶏も飼育 している

から始めはイタチやタヌキの獣害対策で作っ

たんだけどあまり効果ないね。いまは実益

よりほとんど趣味とい うところだね」

この10年で50体以上の案山子を作つたと

い う井上さん、畑の案山子は夜になるとラ

イ トアップされ、烏小屋の10メ ー トル以内

に近づくと犬の吠え声や銃声が鳴 り響 く警

報装置も設置 してあるといいます。

「役に立つと言えば目印だけだね、みんな

案山子を目印に

うちにやつて く

る。遠 くか らは

るばる見物にやっ

てくる人もいる

んだ」

4年 ほ ど前 に

テ レ ビ朝 日が

『 ナニコレ珍百

景』 とい う番組

の取材で来たこ

とがあつたそ う

です。井上さんは番組スタッフに 2日 がか

りで協力 しましたが、残念ながらその時の

映像は放映されなかったようです。

毎年6月 になると井上さんの畑は地域の

子供会の児童や幼稚園児に解放され、ジャ

ガイモ掘 りで賑わいます。

「先 日小学3年生のクラスの授業で『農家

のお仕事』とい う話をして欲 しいと頼まれ

たんだけど、生徒の質問がみんな案山子の

ことばか りで参つちゃつたよ」

船田町会  平田哲男 Lロ ロ_口 .― ■■― ■■― ■■― ■■‐ ■■― ■■― ■■― 口■― ■■― ■■― ■■― ■■― ■■― ロロー ロ■』

剛

ｏ
三
猿
が
見
え
ま
す
が
、

年
号
は
○
〇
六
年
と
し
か

見
え
ま
せ
ん
。

も
う

一
つ
は
船
田
会
館

の
前

で
す
。

文
政

三
年

（
１
８
２
０
）
庚
辰
と
あ
り

ま
し
た
。
文
字
に
特
徴
が

あ

り

ま

す

ｃ

（
一
頁
参
照
）

皆
さ

ん
も

こ

の
石
塔
を
探

し

な
が
ら

の
散
策

は
い
か
が
で
し
よ

う
か
。

センター利用グループの紹介⑥

回碁クラブ 長房日碁同好会

「以前は近くのふれあい館を利用 して

いたのですが、駐車場や、部屋の使用

料などの関係でこちらに移ってきまし

た」と会長の高橋俊之さん。毎週 日曜、

1時からの活動だそ うですが、この 日

は12時過ぎにもう何人かの人が準備を

始めていました。「この会主催で9月 30

日には市内に11ほ どある囲碁の同好

会の大会を開く予定です。当日はセン

ターのほとんどの室を使う予定です」

この会の特色を伺 うと、 「碁の同好

会はどこも女性が少ないのですが、 う

ちは1割以上が女性です。皆 さん強い

ですよ」とのことでした。

r・・ ―・・ ―・・ ― ■■― ■■― ■●‐ ■ロー ■■― 口●― 口■― ■■― ■■― ■■― ■ロー ■■― ■■― ■■
¬

平
成
３０
年
　
ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ
り
、
ご
祝
儀
芳
名

（敬
称
略
）

■
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
房
　
■
八
王
子
商
工
会
議
所
　
■
紅
オ
ー
ト
販
売
腑
会

長
　
堀
上
則
夫
　
■
手
塚
順
子
　
■
長
房
自
治
会
会
長
　
小
見
吉
男
　
■
長
房
西
団
地
寿
会

■
東

一
号
棟
自
治
会
　
■
長
房
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
　
■
民
生
児
童
委
員
　
宇
田
友
子
　
■
船
田
町
会

小
原
　
文
　
■
森
　
修
三
　
■
長
房
絵
画
会

一
同
　
金
沢
彩
雲
　
■
長
房
団
地
友
の
会
会
長

伊
藤
圭

一　
■
船
田
友
愛
会
代
表
　
津
田
昭

一　
■
山
百
合
体
操
ク
ラ
ブ
　
■
白
雪
会
　
一昌
田

登
志
子
　
■
山
田
栄
津
子
　
■
桑
原
　
廣
　
■
台
町
市
民
セ
ン
タ
ー
住
民
協
議
会
会
長
　
清
水
　
努

■
西
山
弓
子
　
■
な
で
し
こ
　
西
ア
パ
ー
ト
　
■
八
王
子
市
長
房
子
ど
も
育
成
会
　
■
ビ
ュ
ウ

テ
ィ
ゆ
う
ゆ
う
　
■
浅
川
地
区
住
民
協
議
会
会
長
　
串
田
孝
義
　
■
横
山
南
住
民
協
議
会
会
長

宮
野
光
夫
　
■
小
島
三
女
子
　
■
新
地
町
会
　
■
並
木
町
２
丁
目
町
会
会
長
　
小
澤

一
紘

■
中
込
義
弘
　
■
八
王
子
い
ち
ょ
う
祭
り
祭
典
委
員
会
会
長
　
佐
々
木
研
吾
　
■
長
房
台
　
一局
橋
　
繁

■
八
王
子
市
長
房
郵
便
局
長

浅
原
卓
史
　
■
阿
川
　
敏
枝
　
■
匿
名
　
■
長
房
自
治
会

■
松
葉
浩
充
　
■
並
木
町
郵
便
局
長
　
福
嶋
浩
之
　
■
セ
ン
ト
ベ
ル
幼
稚
園
　
■
坂
爪
十
郎

■
側
新
和
社
長
　
堤
政
三
郎
　
■
欄
東
朋
社
長
　
鷹
取
久
長
　
■
三
軒
在
家
万
会
　
■
増
田
屋

■
長
房
ど
ん
ど
焼
き
の
会
　
■
長
房
町
会
会
長
　
生
永
恭
博
　
■
女
性
防
火
協
会
第
９
支
部
長

伊
藤
ミ
チ
子
　
■
横
山
北
町
会
自
治
会
連
合
会
　
■
い
な
も
り
保
育
園
　
■
小
川
三
重
子

■
（公
財
）
八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団
理
事
長
　
一二
浦
具

一　
■
市
川
嘉

一

■
平
田
征
哉
　
■
近
藤
内
科
医
院
院
長
　
近
藤

一
英
　
■
セ
レ
モ
ア
八
王
子
本
社
社
長
　
粕
谷
　
良

■
長
房
自
治
会
二
部
　
天
野
捷

一　
■
大
和
田
地
域
住
民
協
議
会
　
■
リ
サ
イ
ク
ル
タ
カ
ラ
ヤ

山
下
昭
八
　
■
チ
ジ
ミ
の
店
　
■
黒
沼
自
動
車
修
理
工
場
　
■
居
酒
屋
　
土
提

船田の庚申塔

卜
Ｌ
国



広報 長 房 住 民 協 (4)

「
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長房小学校の農園も最後の夏

学校に隣接する都営団地の跡地を、農園として借 りられないかと、

学校運営協議会が都 と交渉を始めたのは7年前の夏でした。そして

約1000ピ (300坪)を無償で借用でき、多くの人たちの手助けによ

り徐々に農園らしくなってきました。最近では収穫 されたものが給

食の素材 としてもよく使われるようになっていました。

残念ながら、この土地もいよいよ次の利用計画が決まるようで、

今年の8月 で都に返却となりました。児童に大地の力 と命の不思議

や大切 さを体で知ってもらい、地域の交流に大きな役害Jを果たして

きた活動にピリオ ドが打たれようとしています。出来れば、次の計

画の中で、農園が学校 と商業施設の 「緩衝地帯」として位置づけら

れ、地域の皆さんに守られたらと願わずにいられません。

西団地連合 西山典明

‥
】

端
午
ま
つ
り
こ
ば
れ
話
　
】・‥
”‥
・‥
ロー
‥

ｒ

ｉ

ｌ

ｌ

‥

‥

‥

‥

１

‥

‥

‥

１

‥

‥

‥

Ｌ

０
４
月
９
日
、
住
民
協
役
員
が
体
育
室
で
こ
い
の
ば
り

の
整
理
。
川
渡
し
用
、
竹
ざ
お
用
な
ど
の
大
き
さ
や

色
の
組
み
合
わ
せ
、
修
理
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
こ
い
が
落
ち
て
い
る
、
竹
が
折
れ
て
い
る
な
ど
の
連

絡
後
、
届
け
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
都
度
戸

井
田
さ
ん
に
は
大
変
な
苦
労
を
か
け
て
い
ま
す
。

○
気
が
付
き
ま
し
た
か
。
陵
南
公
園
内
に
泳
ぐ
５
本
の

鯉
の
ば
り
が
。
公
園
と
共
同
の
作
業
で
す
。

○
時
期
が
近
づ
く
と
横
山
橋
か
ら
セ
ン
タ
ー
前
ま
で
の

道
路
の
草
取
り
を
、
顧
間
の
佐
藤
甲
子
雄
さ
ん
が
毎

年
や

っ
て
下
さ

つ
て
い
ま
す
。
頭
が
下
が
り
ま
す
。

○
当
日
は
車
で
の
来
場
者
が
多
く
毎
年
の
悩
み
。
今
年

に
限

つ
て
セ
ン
タ
ー
近
く
の
住
宅
建
設
予
定
地
を
、

使
わ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
の
で
大
助
か
り
で
し
た
。

来
年
は
使
え
ま
せ
ん
。
何
か
お
知
恵
は
？
　
駐
車
場

間
の
連
絡
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
効
果
的
で
し
た
。

○
作
品
展
会
場
で
は
写
真
や
絵
画
、
手
芸
品
を
評
価
す

る
声
が
多

々
あ
り
ま
し
た
「
会
場
作
り
も
良
好
で
す
。

０
５
日
の
子
ど
も
演
舞
大
会
で

「
こ
れ
こ
そ
子
ど
も
ま

つ
り
」
と
言
わ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
来
年
は
も

っ

と
や
ろ
う
思

っ
た
次
第
で
す
。

○
折
り
紙
教
室
で
は
来
ら
れ
た
方
か
ら

「昨
年
楽
し
か
つ

た
の
で
今
日
を
待

っ
て
い
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
て
大

変
喜
び

「是
非

一
緒
に
や
り
ま
し
よ
う
」
と
返
事
を

し
て
い
た
折
り
紙
同
志
会
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

〇
富
士
森
高
校
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、

「
日
差
し
が
強
く
、
麦
わ
ら
帽
子
が
足
り
な
い
」
と

の
連
絡
、
急
速
セ
ン
タ
ー
職
員
に
買
い
に
い
つ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

○
ふ
あ
ふ
あ
の
会
場
で
は
、
子
ど
も
の
入
れ
替
え
な
ど

で
係
が

つ
き

っ
き
り
の
状
況
。
日
陰
が
少
な
く
休
憩

も
ま
ま
な
ら
な
い
様
子
。
入
口
を
支
え
る
労
力
も
大

変
。
参
加
し
た
子
ど
も
は
延
べ
８
８
０
名
で
し
た
。
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子どもたちに超人気のふあふあ水族館

フラダンスショー出番待ちの踊り子さん

ベテランには、テープ、花東、おひねりが95歳の佐藤甲子雄顧間、お元気です冨士森高校ボランティア部の生徒

" 
、/て

「男の子に負けない」


